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編集後記 

 

▶OT になりたての頃，職場の先輩に研究する意義やそれを論文にする意味をたずねたことがあ

る．先輩の答えは 2 つあった．1 つは「今やっていることに本当に効果があるかどうかわから

ないでしょ？」ということ，もう 1 つは「論文にすれば，将来の患者さんの治療に使ってもら

えるでしょ！」ということであった．それ以来，この学術誌「作業療法」に論文を投稿してみ

たいという意欲が高まり，おかげさまで何本かの論文を掲載してもらった．掲載されたことで

1 つ目の目的は達成されたように思うが，2 つ目はどうだろうか．論文は掲載された後にこそ，

その真価が問われるのかもしれないと自問自答しているのだが，本号に掲載されたそれぞれの 

論文の真価が発揮される日を今から待ち遠しく思っている．                （S・N） 

▶ 今号も含め，最近の本誌の掲載論文を拝読すると，日本の作業療法研究は益々発展してきて

いると感じる．一方，本誌の発刊に携わる身として，この作業療法の取り組みを広く一般の社

会に知ってもらいたいと思う．本誌は J-STAGE を通してWEB 上で公開されていることから，

作業療法の知識を持たない一般の人々（例えば，進路を考えている高校生など）の目にも触れ

る可能性がある．その時，少しでも論文内容を分かってもらえたら，作業療法をより知っても

らえるだろう．これは，本誌が専門誌であることを考慮すると，難しいことかもしれないが，

作業療法の認知度向上は，日本の作業療法士全員のタスクであり，本誌もその役割を担えると

ころがあるかもしれない．                             (J・U） 


